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絵
　「
夢
か
な
う
」　
　
作
家
・
佐
藤
葉
月
（
妙
高
市
）　
　＜作者一言＞ 青い薔薇の花言葉が「不可能」から「夢かなう」に変わったそうです。あり得ない事なんてあり得ない。
　　　　　　　 私の夢もかなうと良いな

巻
頭
特
集

にいがたねんりんピック熱戦へ
　　　　 えひめ全国大会目指し（２・３面）



　

シ
ニ
ア
の
祭
典
、
第
35
回

「
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ
め
大

会
」（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お
の

え
ひ
め
２
０
２
３
）
が
10
月
28

日
、愛
媛
県
で
開
幕
し
ま
す
。

　
新
潟
県
か
ら
の
出
場
選
手
の

選
考
を
兼
ね
た
第
28
回
「
に
い

が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」（
主

催・新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
、

共
催
予
定
・
新
潟
県
、
新
潟
市

な
ど
）
が
５
月
か
ら
種
目
ご
と

に
県
内
各
地
で
開
か
れ
ま
す
。

　
今
冬
は
「
10
年
に
１
度
」
と

い
わ
れ
た
寒
波
の
襲
来
と
大
雪

で
、
厳
冬
の
日
々
だ
っ
た
県
内

も
春
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ニ
ア
た
ち

が
再
び
、
躍
動
す
る
季
節
が
来

ま
し
た
。

　
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
種
目
は「
剣
道
」「
卓
球
」「
テ

ニ
ス
」「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」
な
ど
13
種
目
。
60
歳
以
上

の
皆
様
の
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

春 

躍
動 

に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
「
ね
ん
り
ん
を
重
ね
た
愛え

顔が
お

伊
予
に
咲
く
」
を
テ
ー
マ
に
第

35
回
「
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ

め
大
会
」（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お
の
え
ひ
め
２
０
２
３
）
が
10

月
28
日（
土
）、松
山
市
の
愛
媛

県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

で
の
総
合
開
会
式
で
開
幕
。
翌

29
日
か
ら
計
29
種
目
が
県
内
全

20
市
町
で
熱
戦
を
展
開
し
31
日

午
後
に
閉
会
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
は
10
種

目
で「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」「
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
」「
ゴ
ル
フ
」「
マ
ラ

ソ
ン
」「
ペ
タ
ン
ク
」
な
ど
。ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
は

15
種
目
で「
太
極
拳
」「
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」「
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
」「
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
。
文
化
交
流
大
会
は
４
種

目
で「
囲
碁
」「
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
」―
な
ど
で
す
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
全
国
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
２
年
間
、
開
か

れ
ず
、
昨
年
、
３
年
ぶ
り
と
な

る
「
か
な
が
わ
大
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
新

潟
県
選
手
団
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

種
目
で
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ

る
な
ど
大
活
躍
し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
え
ひ
め

10
月
28
日
開
会
式

29
種
目
、
20
市
町
で

種　目 開催日 会　場
テニス ５月３日（水） 新潟市庭球場
バウンドテニス ５月７日（日） 三条市体育文化センター
ソフトボール ５月13日（土） スポーツランド燕多目的広場
ソフトバレーボール ５月14日（日） 長岡市越路体育館
ダンススポーツ ５月14日（日） 新潟市鳥屋野総合体育館
弓道 ５月14日（日） 弥彦神社弓道場
ゲートボール ５月25日（木） 三条・燕総合グラウンド
卓球 ５月28日（日） 燕市吉田総合体育館
ソフトテニス ５月28日（日） 五泉市粟島テニスコート
ゴルフ ５月30日（火） 新津カントリークラブ
ペタンク ６月４日（日） 柏崎市佐藤ヶ池サッカー場
剣道 10月１日（日） 小千谷総合体育館
太極拳 10月８日（日） 新潟市西総合スポーツセンター
※表は２月 21日現在です。日程はさまざまな事情で変更される場合もあります。

第 28 回「にいがたねんりんピック」

実
施
13
競
技
一
覧
（
予
定
）

　【
愛
顔
（
え
が
お
）】
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
も
使
わ
れ
て
い
る
「
愛
顔
」

は
「
前
向
き
な
気
持
ち
と
思
い
や
り

の
心
が
結
集
し
た
愛
の
あ
る
笑
顔
」

を
意
味
す
る
造
語
。

　【
み
き
ゃ
ん
】
大
会
公
式
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
み
き
ゃ

ん
」
は
愛
媛
県
特
産
の
ミ
カ
ン
が
モ

デ
ル
。
愛
媛
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
制
定
、
活
用

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
体
操
着
を

着
せ
る
な
ど
し
て
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
し
た
。

つ
か
め
全
国
切
符 

13
種
目
熱
戦
へ
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強くしなやかに 友情も深め強くしなやかに 友情も深め

▲ペタンク ▲ソフトボール

▲ゲートボール
▲太極拳

▲バウンドテ
ニス

▲ソフトバレーボール

▲弓道▲ソフトテニス

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
Ｇ
ボ
ー
ル

全
国
Ｖ
片
貝
ク

副
知
事
に
報
告

　
令
和
４
年
11
月
に
開
か
れ
た

シ
ニ
ア
の
祭
典
、
第
34
回
「
全

国
健
康
福
祉
祭　
神
奈
川
・
横

浜
・
川
崎
・
相
模
原
大
会
」（
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

２
０
２
２
）
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

種
目
で
全
国
制
覇
し
た
片
貝
ク

ラ
ブ
（
小
千
谷
市
）
の
選
手
ら

が
１
月
27
日
、
県
庁
を
訪
れ
、

橋
本
健
次
郎
副
知
事
に
優
勝
報

告
し
ま
し
た
。

　
片
貝
ク
の
安
達
博
栄
監
督
兼

選
手
ら
５
人
は
県
選
手
団
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
、
そ
れ
ぞ

れ
胸
に
金
メ
ダ
ル
を
光
ら
せ
、

競
技
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
手
に
し

て
報
告
に
臨
み
ま
し
た
。

　
初
め
に
安
達
監
督
が
「
県
勢

初
の
全
国
優
勝
を
果
た
し
、
県

庁
へ
の
訪
問
も
良
い
思
い
出
に

な
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
橋
本
副

知
事
は
「
全
国
優
勝
に
県
民
も

元
気
を
頂
き
、
私
も
誇
り
に
思

う
」と
た
た
え
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
選
手
一
人
一
人
も

「
１
日
で
多
く
の
試
合
を
こ
な

し
て
大
変
だ
っ
た
が
結
果
を
残

せ
た
」「
上
が
ら
ず
に
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
努
め
た
」「
こ

れ
か
ら
も
頑
張
る
」
な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
戦
い
を
振
り
返
っ
て

の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
な
が
わ
」
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
は
全
国
１
３
２
チ
ー
ム
が
参

加
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は

33
チ
ー
ム
が
進
出
し
、
片
貝
ク

は
５
戦
を
勝
ち
抜
い
て
、
県
勢

初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

副知事との記念写真に納まる片貝クラブの選手ら

ねんりんピックかながわ 熱戦譜
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ネ
ズ
ミ
は
ア
ニ
メ
な
ど
で
は
人

気
者
で
も
実
際
は
嫌
わ
れ
者
。
そ

の
ネ
ズ
公
（
ネ
ズ
子
？
）
と
自
宅

で
２
晩
過
ご
し
た
顛
末
で
あ
る
。

真
冬
の
さ
る
夜
、
室
内
を
歩
く
足

下
を
、
何
か
が
走
り
抜
け
た
。
そ

の
正
体
に
驚
い
た
！  

ネ
ズ
ミ
だ
‼　

鉄
筋
の
集
合
住
宅
に
ど
こ
か
ら

入
っ
た
か
？

 

姿
を
追
う
と
、
家
具
の
後
ろ
に

隠
れ
て
出
て
こ
な
い
。
あ
き
ら
め

て
い
る
と
、
部
屋
の
隅
を
そ
っ
と

走
り
抜
け
驚
か
せ
る
。
そ
の
う

ち
、
こ
ち
ら
も
慣
れ
て
き
て
、
観

察
時
間
が
長
く
な
る
。
見
れ
ば
焦

げ
茶
色
の
も
こ
も
こ
。
体
長
５
㌢

ほ
ど
の
子
ネ
ズ
ミ
か
。
ち
ょ
ろ

ち
ょ
ろ
し
て
結
構
、
か
わ
い
い
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
、
子
が
増
え

る
だ
の
食
品
を
食
い
荒
ら
す
だ

の
、
害
悪
情
報
の
洪
水
。
早
急
な

対
策
が
必
要
だ
と
知
ら
さ
れ
た
。

　
翌
日
、
ネ
ズ
ミ
が
嫌
う
に
お
い

を
発
す
る
芳
香
剤
の
よ
う
な
商
品

を
薬
局
で
買
い
、
室
内
に
置
い
て

寝
た
。
夜
中
に
目
を
覚
ま
す
と
、

ネ
ズ
ミ
が
障
子
戸
に
張
り
付
い
て

い
た
。
に
お
い
が
嫌
で
、
外
へ
出

た
い
の
か
。
ベ
ラ
ン
ダ
へ
の
戸
を

少
し
空
け
て
お
い
た
ら
、
出
て

行
っ
た
。
こ
れ
ぞ
、
江
戸
城
の

「
無
血
開
城
」
な
ら
ぬ
、
ネ
ズ
ミ

の
「
無
血
退
場
」
か
。
ほ
っ
と
し

た
。
半
面
、
情
が
移
っ
て
い
た
よ

う
で
、
少
し
寂
し
さ
も
感
じ
た
。

　
密
閉
性
の
高
い
建
物
が
増
え
た

現
代
は
ネ
ズ
ミ
も
生
き
づ
ら
く
、

居
場
所
に
も
エ
サ
に
も
困
る
の
だ

ろ
う
。
10
年
に
１
度
と
い
う
大
寒

波
の
夜
を
「
一
つ
屋
根
の
下
」
で

過
ご
し
た
子
ネ
ズ
ミ
。
追
い
出
し

て
お
き
な
が
ら
矛
盾
し
て
い
る
の

だ
が
、
厳
冬
を
生

き
延
び
た
だ
ろ
う

か
。
少
し
気
に

な
っ
て
い
る
。

（
冷
や
水
）

戸外へ退散 越冬したか

珍
客
ネ
ズ
ミ

ずず
～～
むむ

２
０
２
３

Vol.65

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症

重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

広告01_ボランティア活動保険_A5.pdf   1 2023/02/13   15:57:01
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新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
が
抱
え
る
様
々
な
心
配

事
や
悩
み
事
の
ご
相
談
を
、
福

祉
の
有
資
格
者
や
介
護
の
経
験

者
が
電
話
や
面
談
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
４
月
か
ら
令

和
５
年
１
月
の
間
の
相
談
者
数

は
３
５
４
人
で
、
延
べ
７
１
３

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
談
者
の
内
訳
は
76
％
が
女

性
、
24
％
が
男
性
で
し
た
。
相

談
方
法
の
ほ
と
ん
ど
、
98
％
が

電
話
で
す
。
相
談
の
大
半
が
子

世
代
か
ら
で
、
親
の
心
配
や
現

在
の
介
護
に
関
す
る
内
容
で
す
。

　

相
談
内
容
で
最
も
多
い
の

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
介

護
・
介
助
」
で
44
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
「
親
の
会
話
に

つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
内
容
が

増
え
た
」「
季
節
に
そ
ぐ
わ
な
い

格
好
を
し
て
い
る
」
な
ど
、
認

知
症
に
起
因
す
る
（
と
思
わ
れ

る
）
行
動
や
症
状
へ
の
対
応
に

関
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
連
動
す
る
よ
う

に
、「
介
護
が
う
ま
く
い
か
な
い

と
、
大
声
で
怒
っ
て
し
ま
う
」

「
認
知
症
に
よ
る
被
害
妄
想
に

振
り
回
さ
れ
る
」
な
ど
、
ス
ト

レ
ス
や
心
身
疲
労
に
関
す
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　
新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
ご
安

心
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
５
年
度
１
月
末　
相
談
ま
と
め

● お気軽にご相談ください ●
新潟県認知症コールセンター

０２５－２８１－２７８３
� （にんちしょう　なやみ）

【相談時間】月～金曜日（祝日除く）
　　　　　9:00 ～ 17:00

≪相談無料、秘密厳守≫

■相談分類別
保健・医療
（138 件）

介護・介助
（318 件）

福祉サービス
（144 件）

経済・生活
（23 件）

権利擁護
（13 件）

家族・家庭
（95 件）

そ
の
他

若
年
性
認
知
症

認
知
症
予
防

認
知
症
へ
の
不
安

医
療
関
係
機
関

医
療
相
談

精
神
衛
生

そ
の
他

ス
ト
レ
ス
・
心
身
疲
労

介
護
・
介
助
方
法

行
動
・
症
状
対
応

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

自
動
車
運
転

趣
味
・
余
暇
活
動

仕
　
事

年
金
・
保
険
・
手
当

生
　
計

そ
の
他

人
　
権

虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

成
年
後
見

相
続
・
財
産

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫
　
婦

家
　
族

人
生
（
単
身
）

1 3 5 64 21 33 11 11 128 31 148 4 54 0 0 86 2 8 1 2 1 9 0 0 0 1 7 5 2 10 2 76 5

（単位：件）

■相談内容の例

認知症への心配・不安

＜家族や周囲からの相談＞
　▶  親が食べ物を買い込むようになり、冷蔵庫の中に同じものや腐ったものが入っている。
　▶  親が季節にそぐわない格好や室温設定をしている。いくら話しても言うことを聞いてもらえない。
　▶  親の退職後、同じ話の繰り返しやつじつまの合わない会話、物忘れが増えた。
　▶  町内に住む一人暮らしの高齢者に認知症が疑われる。どのように関わればよいか。
＜本人からの相談＞
　▶  自分の行動に自信が持てなくなってきた。この先自分がどうなっていくのか不安。
　▶  記憶力低下を予防し、意欲を高めたい。認知症予防について聞きたい。

介護に関する相談

　▶  思うような介護をさせてもらえないと、そのたびに大声で怒ってしまう。自己嫌悪でつらい。
　▶  認知症による攻撃的な言動や被害妄想に振り回され、介護にストレスを抱えている。
　▶  現在育児をしているが、親の介護も目前に迫っており、今後が心配。
　▶  在宅介護を経て家族が施設入所したが、まだ何かできたのではないかと今も葛藤している。　
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419
島津印刷株式会社

・お問い合わせ・
ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい

本作本作本作りりが初が初が初めめててててのの方方方も
安安心心しししててててご相談ご相談
くくだだささささい!い!

令和５年度シニアカレッジ新潟　１年次　募集要項

Ⅷ　問い合わせ先 シニアカレッジ新潟事務局（新潟県社会福祉協議会　地域福祉課内）
〒 950-8575　新潟市中央区上所 2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階　☎ 025-285-1400

Ⅱ　開講期間
１年次 ６～ 10 月	 ・講義日数　計 12日間　
	 ・講義時間　基本 13：00～ 16：00（３日間は 10：00～ 16：00）

Ⅲ　募集期間 ３月 15 日から４月 14 日 Ⅳ　受講料 〇基礎応用課程…年額 8,000 円

Ⅴ　１年次の講義名一覧 Ⅵ　講義日程

講義一覧 左
表
「
講
義
」
の
順
番
は
右
表
の
日
程
順
と
は
一
致
し
ま
せ
ん

新潟Ａ 新潟Ｂ 長岡 上越
豊かな人間関係を築くコミュニケーション術 第１回 6月  1日（木） 6月  2日（金） 6月14日（水） 6月  6日（火）
高齢者が知っておきたい法律 第２回 6月15日（木） 6月16日（金） 6月21日（水） 6月20日（火）
地球温暖化とゼロカーボンチャレンジ 第３回 6月29日（木） 6月30日（金） 7月  3日（月） 7月  4日（火）
西洋音楽の魅力 第４回 ★7月13日（木） ★7月14日（金） ★7月19日（水） ★7月11日（火）
交通事故防止と特殊詐欺被害防止対策 第５回 7月27日（木） 7月28日（金） 7月26日（水） 7月25日（火）
いまニイガタで世界遺産を考える 第６回 8月  3日（木） 8月  4日（金） ★8月  9日（水） 8月  8日（火）
薬と健康 第７回 ★8月17日（木） ★8月18日（金） 8月23日（水） ★8月22日（火）
運動による健康づくり 第８回 8月31日（木） 8月31日（木） 8月30日（水） 8月29日（火）
救命救急の基礎 第９回 9月14日（木） 9月15日（金） 9月20日（水） 9月12日（火）
社会・人のつながりと健康寿命 第10回 9月28日（木） 9月29日（金） ★9月27日（水） ★9月26日（火）
社会福祉の基礎 第11回 ★10月 5日（木） ★10月 6日（金） 10月  4日（水） 10月  3日（火）
介護の基本と認知症 第12回 10月19日（木） 10月20日（金） 10月18日（水） 10月17日（火）
自己表現と関係づくり 講義時間：午後１～４時。★印の日は午前 10～午後４時
生きがい探しと地域づくり

〇基礎応用課程（２年間）	 ・新潟会場（募集２クラス各 60人）……… 新潟ユニゾンプラザ（新潟市中央区上所）
　３会場合計 200 人	 ・長岡会場（募集 50人）…………………… アトリウム長岡（長岡市弓町）
	 ・上越会場（募集 30人）…………………… 高陽荘（上越市西城町）	

Ⅰ　募集人員、会場

募集案内や申込用紙をご希望の方は84円切手を貼付した返信用封筒（長型３号12× 23・５cm）に、ご自分の郵
便番号・住所・氏名を明記の上、下記「問い合わせ先」にご請求ください。

Ⅶ　募集案内・申込用紙

※入学資格ー県内在住の概ね 60 歳以上で、社会参加意欲のある人

ホームページは「シニアカレッジ新潟」のＨＰ
（右の二次元コードから）で申込書を３月15日に公開。ネット
から申し込みできます。
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

　
シ
ニ
ア
の
学
び
の
場
「
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」（
石
上
和

男
学
長
）
は
令
和
５
年
度
も
新

潟
と
長
岡
、
上
越
の
３
会
場
で

開
講
し
ま
す
。
６
月
の
講
義
ス

タ
ー
ト
を
控
え
、
県
社
会
福
祉

協
議
会
内
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

事
務
局
は
、
１
年
次
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
幅
広
い

知
識
を
身
に
付
け
、
仲
間
を
つ

く
り
、
地
域
活
動
の
担
い
手
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
設

し
て
い
ま
す
。
今
年
で
35
年
目

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
９
６
５

０
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。

　
当
カ
レ
ッ
ジ
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
講

師
陣
に
よ
る
、
シ
ニ
ア
世
代
に

関
心
の
高
い
講
義
を
そ
ろ
え
て

お
り
、
受
講
に
よ
り
興
味
や
関

心
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

講
義
は
健
康
問
題
や
法
律
、

社
会
福
祉
、
地
域
づ
く
り
、
交

通
事
故
防
止
な
ど
、
多
彩
で
充

実
し
た
内
容
で
す
。

　
今
年
度
、
新
規
の
講
義
と
し

て「
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」

が
開
講
。
今
あ
る
体
力
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
自
宅
で
も
継
続

で
き
る
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
、
好
評
だ
っ

た
「
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
は

相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
や
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
上
手
な
聞
き

方
の
コ
ツ
を
学
べ
ま
す
。

　
そ
し
て「
西
洋
音
楽
の
魅
力
」

は
、
講
義
に
関
連
し
た
曲
を
講

師
が
鍵
盤
楽
器
で
演
奏
し
披
露

す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
趣
向

で
す
。
さ
ら
に
「
地
球
温
暖
化

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
」な
ど
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
ホ
ッ

ト
な
講
義
も
あ
り
ま
す
。

　
２
年
間
を
通
じ
て
学
び
を
共

に
す
る
仲
間
と
の
新
し
い
出
会

い
や
、
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活

動
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で

き
、
２
年
間
で
は
終
わ
ら
な
い

学
び
と
仲
間
づ
く
り
の
場
が
皆

さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
感
染
状
況
に
応
じ
て

対
策
を
行
い
ま
す
。

　
募
集
人
員
や
開
講
時
期
な
ど

「
募
集
要
項
」
に
つ
い
て
は
８

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５年度入学
新入生募集

「豊かな人間関係を築くコミュニケーション術」

「生きがい探しと地域づくり」

「西洋音楽の魅力」

「自己表現と関係づくり」

６
～
10
月 

役
立
つ
14
講
義

新
潟
・
長
岡
・
上
越 

計
200
人

知
り
た
い
学
び
た
い 

深
く
広
く
楽
し
く
講
義
ひ
と
こ
ま
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福祉福祉にいがたにいがた  第847号

　
第
四
北
越
銀
行
（
新
潟
市
中

央
区
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
取
り
扱
っ
た

寄
付
型
私
募
債
「
に
い
が
た

『
食・職（
し
ょ
く
）の
き
ず
な
』

応
援
私
募
債
」
の
発
行
手
数
料

の
一
部
４
９
６
万
円
を
、
発
行

し
た
72
社
と
の
連
名
で
１
月
16

日
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
寄
付

し
ま
し
た
。

　
県
社
協
は
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク

連
絡
協
議
会
や
子
ど
も
食
堂
に

配
分
、
県
母
子
寡
婦
連
は
就
業

支
援
の
「
ひ
と
り
親
ジ
ョ
ブ

マ
ッ
チ
に
い
が
た
」
運
営
な
ど

に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

　
私
募
債
は
、
企
業
が
資
金
を

集
め
る
際
に
発
行
す
る
社
債
の

一
種
で
す
。

　
こ
の
寄
付
型
私
募
債
は
、
同

行
が
取
り
組
む「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）私
募
債
」

の
一
環
で
す
。
２
０
２
０
～
21

年
に
募
集
の
第
１
弾
に
続
く
第

２
弾
で
、
21
年
７
～
22
年
６
月

に
募
集
し
ま
し
た
。
２
回
合
わ

せ
た
寄
付
総
額
は
１
５
７
８
万

円
に
上
り
ま
す
。

　
贈
呈
式
は
新
潟
市
中
央
区
の

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
、
第
四
北
越
銀
の
殖
栗
道
郎

取
締
役
頭
取
が
「
第
２
弾
も
72

社
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
今
後

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

３月2023年

第
四
北
越
銀
行
と
72
社

私
募
債
手
数
料
496
万
寄
付

�
県
社
協
と
県
母
子
寡
婦
連
へ

県
北
豪
雨
被
災
者
へ

日
用
品
１
１
０
０
点

�

ダ
イ
ナ
ム
が
寄
贈

も
社
会
福
祉
に
資
す
る
取
り
組

み
を
企
業
に
提
案
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
目
録
を
受
け
取
っ
た
竹
内
希

六
県
社
協
会
長
は
「
子
ど
も
食

堂
が
多
世
代
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
浄
財
を

活
用
し
た
い
」
と
謝
辞
。
続
い

て
、
県
母
子
寡
婦
連
の
小
林
和

代
会
長
、
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連

絡
協
議
会
の
山
下
浩
子
会
長
も

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

祉
協
議
会
と
災
害
支
援
活
動
協

定
を
結
ん
で
い
る
株
式
会
社
ダ

イ
ナ
ム
（
本
社
東
京
）
が
１
月

30
日
、
マ
ス
ク
や
洗
濯
洗
剤
、

入
浴
剤
な
ど
計
１
１
０
０
点

（
15
万
円
相
当
）
の
日
用
品
や

生
活
物
資
、
食
料
品
を
県
社
協

に
託
し
ま
し
た
。

　
県
社
協
は
、
被
災
者
支
援
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
村
上

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
送
り
ま

す
。

　
こ
の
日
、
新
潟
市
中
央
区
の

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
で
、
ダ
イ
ナ
ム
岩

船
店
の
大
久
保
将
之
ス
ト
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
「
被
災
地
は
ま
だ

ま
だ
支
援
が
必
要
と
聞
い
て
お

り
、
贈
る
食
料
品
や
日
用
品
な

ど
を
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

県
社
協
の
関
原
貢
常
務
理

事
・
事
務
局
長
は
「
引
き
続
き

ダ
イ
ナ
ム
社
と
の
連
携
を
強
化

し
、
災
害
時
の
支
援
協
力
に
備

え
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
、
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

写
真
＝
県
北
豪
雨
の
被
災
者
支

援
へ
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
が
日

用
品
を
贈
呈

　
令
和
４
年
８
月
に
県
北
地
域

を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
の
被
災
地

支
援
と
し
て
、
新
潟
県
社
会
福

私
募
債
手
数
料
一
部
を
、
第
四

北
越
銀
行
と
企
業
が
県
社
協
な

ど
へ
寄
付
し
た
贈
呈
式
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福祉福祉にいがたにいがた  第847号

　

弥
彦
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
を
受

け
、
毎
年
大
晦
日
に
村
内
の
75
歳
以

上
の
１
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に

「
お
せ
ち
料
理
配
達
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
16
年
か
ら
、
弥

彦
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

協
力
の
下
、
年
末
の
１
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
方
へ
の
見
守
り
活
動
と
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に

実
施
し
て
お
り
、
毎
年
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
と
て
も
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　
例
年
、
配
達
の
希
望
調
査
か
ら
当

日
の
配
達
ま
で
を
、
各
地
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
委
員
が
欠
員
に

な
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
事

業
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
不
在
で
事
業
の
実

施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
も
配

達
に
加
わ
る
こ
と
で
無
事
に
実
施
で

き
ま
し
た
。

　
配
達
先
の
お
年
寄
り
か
ら
は
「
今

年
も
あ
り
が
と
ね
～
」「
毎
年
楽
し

み
に
し
て
る
ん
だ
て
～
」
な
ど
、
あ

り
が
た
い
お
言
葉
を
直
接
お
聞
き

し
、
こ
の
事
業
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
継
続
し
て
実
施
で
き

て
い
る
の
も
、
年
末
の
多
忙
な
時
期

に
弥
彦
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
皆
様
が
毎
年
ご
協
力
い
た
だ
け

て
い
る
こ
と
と
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆

様
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
潟
日
報
社
は
新
潟
市
中
央
区
の

新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
1
階

で
、
令
和
４
年
12
月
25
日
ま
で
の
１

カ
月
間「
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
」

を
展
示
、
併
せ
て
子
ど
も
食
堂
支
援

の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
企
画
を
実
施

し
、
こ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
50
万

円
を
新
潟
県
共
同
募
金
会
に
寄
付
し

ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が
１
月
24
日

に
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
行

わ
れ
、
特
別
協
賛
社
の
電
子
部
品
材

料
メ
ー
カ
ー
、
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
新
潟

市
北
区
）
の
小
田
嶋
壽と

し

信の
ぶ

社
長
が

「
困
っ
て
い
る
家
庭
は
多
い
。
子
ど

も
食
堂
の
事
業
が
少
し
で
も
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
行
き
渡
る
よ
う
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
、
県
共
募
の
佐
藤

明
会
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
会
長
は
「
県
内
各
地
の
子
ど

も
食
堂
の
支
援
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
県
共
募
は
こ
の

寄
付
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
た
す
け
あ
い
の

寄
付
金
を
原
資

に
、
子
ど
も
食
堂

に
助
成
す
る
予
定

で
す
。

メディアシップ

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
や
慈
善
企
画

寄
せ
ら
れ
た
50
万
円

子
ど
も
食
堂
支
援
へ

寄付金を県共募に贈ったナミックスの小田嶋社長（右）

新潟日報メディアシップ１階に展示
されていた「希望のシンボルツリー」

弥彦村社協

赤
い
羽
根
助
成
で
恒
例
に

独
居
高
齢
者
へ
お
せ
ち
料
理

配
達
の
民
生
委
員
に
感
謝

１人暮らし高齢者が楽しみにする「おせち料理配達事業」

赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根
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県
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
行

す
る「
福
祉
に
い
が
た
」と「
オ

ア
シ
ス
21
」「
福
祉
に
い
が
た
」

合
併
号
の
表
紙
絵
は
、
令
和
４

年
度
分
を
担
当
し
た
佐
藤
葉
月

さ
ん
（
妙
高
市
）
が
３
月
号
で

終
了
。
令
和
５
年
度
の
４
月
号

か
ら
永え

い

越こ
し

環た
ま
き

さ
ん
（
上
越
市
）

＝
写
真
＝
が
担
当
し
ま
す
。

　
永
越
さ
ん
は
70
代
半
ば
の
男

性
で
、
現
在
、
上
越
市
内
の
養

護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
し

て
い
ま
す
。

数
年
前
に
市

内
の
宿
泊
型

自
立
訓
練
施
設
に
入
所
し
て
い

た
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
よ
う
に

な
り
、
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作

品
展
で
入
選
し
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
今
回
、
表
紙
絵
を
飾
る
絵
は

上
中
越
や
隣
県
な
ど
の
山
岳
風

景
で
す
。「
迫
り
来
る
よ
う
な

迫
力
が
山
岳
風
景
の
魅
力
」と
、

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
山
々
を
思

い
出
し
、
想
像
も
加
え
て
描
い

た
そ
う
で
す
。
表
紙
絵
に
つ
い

て
「
皆
さ
ん
か
ら
見
て
い
た
だ

け
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
佐
藤
葉
月
さ
ん
は
、

円
と
曲
線
を
組
み
合
わ
せ
た
、

独
特
の
抽
象
画
を
披
露
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
フ
ァ
ン
が
増
え

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
も
「
楽
し

か
っ
た
。終
わ
る
の
は
寂
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
作
品
の
一
部
を
再
掲
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
元
広
報

担
当
者
ら
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
は
、
初
め
て
開
催
し
た
「
全

国
社
協
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
長
岡
市
社
協
の
「
な
が
お
か　

社
協
だ
よ
り
」（
令
和
４
年
10

月
発
行
の
１
７
９
号
）
＝
写
真

＝
を
最
優
秀
賞
に
選
ん
だ
と
２

月
２
日
、
発
表
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
兵
庫
県
内

の
市
社
協
で
広
報
担
当
の
経
験

の
あ
る
窄さ

こ

口ぐ
ち

真
吾
さ
ん
（
Ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
代

表
）
ら
が
開
催
し
た
「
社
協
の

た
め
の
広
報
紙
講
座
」（
新
潟

県
社
協
な
ど
後
援
）
へ
の
参
加

社
協
を
対
象
に
募
集
。
全
国
75

の
広
報
紙
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
長
岡
の「
社
協
だ
よ
り
」は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
紙
面
づ
く

り
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
企
画

「
ま
ち
の
お
宝
発
見
隊
！
」
な

ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

福祉にいがた
表紙絵担当者

永
越
さ
ん 　
に
交
代

佐
藤
葉
月
さ
ん
お
疲
れ
様

（
　
）
上 越

永越環さんの描く山岳風景の１枚。作品名は不明

４月号「霞
かす

む」

６月号「ゴールデンタイム」

７月号「川流れ」

12月号「タコの血」

　

白
血
病
の
た
め
、
胎
内

市
の
丹
後
光こ

う

祐す
け

君
が
小
学

１
年
生
で
亡
く
な
り
今
年

で
30
年
。
母
親
の
ま
み
こ

さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
骨
髄
バ
ン
ク
命
の

ア
サ
ガ
オ
に
い
が
た
」
は
、

18
年
前
に
出
版
さ
れ
た「
命

の
ア
サ
ガ
オ
永
遠
に
」（
晶

文
社
）
を
電
子
書
籍
化
す

る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
３
月
19
日

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

目
標
は
１
５
０
万
円
。

　

電
子
書
籍
化
は
、
増
刷

さ
れ
て
い
な
い
同
書
を
求

め
や
す
く
す
る
狙
い
。
併

せ
て
、
注
文
を
受
け
て
印

刷
し
配
送
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｄ（
プ

リ
ン
ト・オ
ン・デ
マ
ン
ド
）

出
版
も
実
施
し
県
内
の
医

療
系
の
大
学
や
専
門
学
校

へ
寄
付
。
若
者
に
骨
髄
ド

ナ
ー
登
録
の
輪
を
広
げ
た

い
考
え
で
す
。
詳
し
く
は

「
命
の
ア
サ
ガ
オ
に
い
が

た
」
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
す
る

か
、
０
８
０
（
５
０
３
５
）

７
６
１
０
、
古
川
さ
ん
へ
。

書
籍「
命
の
ア
サ
ガ
オ
」

電
子
出
版
へ
Ｃ
Ｆ

19
日
ま
で
実
施
中

�

骨
髄
ド
ナ
ー
増
加
目
指
し

な
が
お
か
社
協
だ
よ
り

第
１
回
最
優
秀
受
賞

全 国 社 協
広報紙コンク


